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1　新調査の実施状況等

・回収状況、記入状況

・調査事項の在り方

・標本交替等に伴う調査結果への影響

・補定方法・集計方法

・母集団情報、標本設計の在り方　など

2　統計の有用性の向上 ※ 実施状況の検証により明らかとなった課題
　　の対応策を検討し、第Ⅲ期調査へ反映

・付加価値の把握

・QE等への利活用拡大

・消費税の扱い　など

3　サービス関連統計の体系整備

・経済センサス（基礎，活動）との関係

・サービス関連統計調査との関係

・基幹統計化の可否　など

   ▼ 27.12月分確報公表（データ3年分蓄積）

（予算要求）

★ ★ ★

　28活動調査（速報）公表

注　第12回サービス産業統計研究会（平成26年5月）における資料２－２を一部修正したもの。今後の具体的な検討事項の内容や順序、全体のスケジュールについては、

　　今後の議論の進捗や環境変化に合わせて柔軟に設定していく。

サービス産業動向調査　検討ロードマップ（改）

第Ⅱ期調査

入札～契約～準備 第Ⅲ期調査

（関連統計の動き）

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年～

◆　研究会のスケジュール

◆　調査実施のスケジュール 第Ⅰ期調査

国民経済計算基準改定（予定）26基礎調査（速報）公表

【第２段階】

【第３段階】

※

平成27年６月

中長期的な

課題の検討

参考１－１

【第１段階】

第16回サービス産業統計研究会（H27.6.9）配布資料


